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英�うえの�の決�

�業者   上野��

主�者   中�⼤輔

��事業���   河��希

 「受�に�い⽣徒」とは何だろう。受�に��する⽣徒のことだろ
うか。�たちが�える「受�に�い⽣徒」とは、「���に�して�
�に立ち向かい、��まで�めずに��に励む⽣徒」のことだ。

 ��や受�に�してさえ��れない�が、なぜ�⽣の��に立ち
向かえるだろう。どんな��に�⾯しても、�正⾯から挑戦する�
になってほしい。そして、その⼒を�どものうちに�に付けさせた
い。

 �⼒は�でもできると思われがちだが、それは�う。�⼒とは
「�める⼒」、平たく�えば「��る⼒」のことであり、ひとつの�
⼒である。そして�⼒である�上、�えれば�でも向上させること
ができる。

 �どもたちにとって�⼒＝��る⼒を向上させる⼿�は、スポー
ツと��、そして�問である。�どもたちにとって��することは
�くつまらないことかもしれない。しかし、⾃らの⽬標に向かって
�めずに��を�けることは彼らの�⼒、すなわち��る⼒を向上
させる�みである。

 �期�査や受�は、その��る⼒を向上させる�みの「きっかけ」
に�ぎない。��を�れずに�えば、�⼒で受�に立ち向かった者
は（もちろん�たちは指�者として彼らの��を願っているが）、そ
の�否に�わらず�利者と�える。その��で得た��る⼒は、�
否に�わらず⾎となり⾁となり、⽣きる⼒となるからである。そし
て、その⼒を持つ者こそが、��に貢�できる�になる。

 当�は「受�に�い�」を標�する。それは単に����を�る
だけの�ではない。��、���、�師…�てのスタッフが���
を⽬指す⽣徒に�し、��まで�めずに��の指�を⾏う情�を�
ける�のことだ。

受�に�い⽣徒を�てる、
｢受�に�い�｣ になる
受�に�い⽣徒を�てる、
｢受�に�い�｣ になる
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英�うえの�は2021年３⽉に�井で�も「受�に�い�」を⽬指して開�した���です。



�の����

��⽣コース（⼤�受�科）
��⼤����現には、⾃�⾃�の���を優先�
コーチングによる��指�で��の��を���理。

��指�・個別指�・�別�義・映�授業を�使して、

�⼀�����を⽬指す。

���指�で⾃�⾃�の�を��的に上げる�
�団指�とトレナビ���場で、理�と��を���援。

����を�える個別��で成�を上げる�

�れないうちに復�する『オーバーラップ���』で、

「わかる」から「できる」まで���理。

⾃立⾃律��で、�ぶ�しさを体�し、どんどん�ぶ�
中�受�科は、��中・附属中を⽬指す。

⾃�⾃�で予�、授業で思�を�め、個別コーチングで個々

の�題を�決する３��指�で��に�ばす。

中�⽣コース（��受�科）

⼩�⽣コース（中�受�科・⼩���科）

授業前、授業中、授業�、
すべてにこだわる�だから�びる�
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⼤�受�科では、⼤�受�戦略�という��で、��⽣・受�⽣の��指�を⾏
っています。受���の�量の中で、�や予��で受�している時間は  ％、
⾃�⾃�の時間は  ％です。
⾃�⾃�の時間をいかに中�が�いものにできるかが��のカギです�

��⽣コース

⼤�受�戦略�の指�内�

��⾯�の流れ

⼤�受�や��のテストに�立つ指�

プログラミング��

⼤�受�戦略�の他にも⼤�受�や��のテストに�立つ指�を⾏っています。

（⼤�受�科）

15
85

年間��の作成

�別授業

��⾯�

個別��

映�授業

専任�師が⼀�ひとりとカウンセリングをして年間��を作成します。

⼤�受�に精�した�師がレベルの�い�義を⾏います。

チェックテストを使って事�ベースで��と��の�理を⾏います。

科⽬ごとの���を��するための個別��指�を⾏っています。
疑問点の�消や�かい���指�を⾏います。

ホームページの開発などにつながるJavaScriptの基�知識が�につきます。プ
ログラマー・デザイナー・ゲームクリエイターなどのIT��業をはじめ、�来
の可�性が�がります。

⼤�の��問題を�くためのプログラミングの基�⼒が�につきます。コース
を�了すると���業�度のプログラミングの基�知識が�につき、⼤���
に活かせます。

1コマ5�から10��度の⼩�み映��義で必�な��だけを�率的に活⽤できる�びエイドを��しています。
スマホやタブレットでいつでも���義を受�できます。

チェックテスト �果の��� 不⾜の��� ⾏動�� �への�束

�間��を��
していれば��
できるテストを
おこないます。

テスト�果から
�否を��し、
��の�果を�
�にします。

不⾜があれば、
何が不⾜してい
るかを��にし
ます。

���が�かっ
たか、量が不⾜
していたか、不
⾜の��から⾏
動��を促しま
す。

��の��を⽣
徒と⼀�に立て
て、�への�束
とします。

�・予��
の授業
15％

⾃�⾃�の時間
85％
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中�⽣コースは、      と       の２つの指�体�で��指�を⾏います。

個別��のコンセプト

STEP１
STEP２

STEP３
STEP４

STEP５
５回�復で成�UP�

�で�ぶ
�の⽇の
復�の�題

４⽇�内に
復�と
テスト

��で
また�う

��の
�題をやる

国
�

�
�

�
�

理
科

英
�

  中�コース
��の開発に使われる��的なコーディングの基�を�びます。キャラクターとの��形式で�問に�えながら�しく�べ、⼀�ずつ��
を�めていくスモールステップのカリキュラムです。コースを�了すると���業�度のプログラミングの基�知識が�につき、⼤���
に活かせます。プログラマー・デザイナー・ゲームクリエイターなどのIT��業をはじめ、�来の可�性が�がります。

  ��コース
⾃�の⼒で420種�の��的なゲーム作りに挑戦します� ブロックを�み�わせて�ぶので挑戦しやすいで
す。タイピングも�えられます。⼯作的な作業はなく�中的に、��的なプログラミングの基�をロボットプ
ログラミングよりも�率的に再�期間で�得することができます。

QUREOは体�的な��カリキュラムで�ぶため、�てのお��が⼀�の�⼒を�につけることができます。

個別��は受�⽇�も⾃由⾃在�⽇���は⾃由にスケジュールが�めます
開�⽇�

中�⽣コース
（��受�科）

�団指� 個別��

⽣徒が予�をして授業に臨み、授業で⼀気に理�度を�め、�題やトレナビ���場で理�したことを����します。
１�間の中で５回�復することで、「わかる」から「できる」へ��を�める��システム�

�⽇で科⽬を決めない独⾃の個別システム。

せっかく�で��しても、復�を４⽇せずに�
�すれば、その知識は�れられます。つまり、
�の��が�駄になります。
英�うえの�では�れないうちにどんどん復�
する             で�復��の
��が�に付きます�

�団指�のコンセプト

オーバーラップ���

予�

１ ２ ３ ４ ５

�中�義
トレナビ
���場 �題 �の授業

個別��は５�科��受�がオススメ�
苦⼿をじっくり、得�をとことん�ばせる。

プログラミング��
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⼟��別授業

⼩�⽣コース
（中�受�科）

英�うえの�の中�受�科は、��だけにこだわるのではなく、基�から�⽤まで��に�⼒向上を果たし、
中��で活⽤できる�⼒をつけることを�⼀の⽬的とします。

個別コーチング

⼟�⽇の�別授業は、先⽣と⽣徒の���負。⽣徒は事前に内�
を予�します。その成果を授業中に発揮して、⾃�が�いたやり
�を授業で発�します。先⽣の�き�、他の⽣徒の�き�を�い
て、思�⼒を�ばしていきます。

受���では、基���やトレーニング型の��も重�です。⼟
��別授業でドリルや基���で時間を使うのはもったいない。
専任�師が⽣徒⼀�ひとりに�った��内�を提�し、��や理
�度をチェックしながら⽣徒の⾃�⾃�内�を���します。

英�うえの�の中�受�科は、あえて⾃�⾃�を�の⼀つとして重�しています。⼟��別授業の
予�や、個別コーチングの時間に��した��内�を⾃�⾃�で⾏うことで、⾃ら�ぶ��、�べ
る⼒、�え抜く⼒を�ばします。

�⽉の�⼒テストで��の状況を�期的にチェックしています。��の成果
をはかるためには、テストが必�です。事�をもとに��の��の在り�を
⾒�しながら受�に向かっていきます。�⼒テストはテストに�れるために
も��に必�な����です。

8⽉��に模擬テストを��します。�題�向に�わせた問題で�否予想できる模擬テストで
す。⾃�の��を�り�る重�な��にすることができます。

英�うえの�の「中�受�戦略�」では��中の��問��を⾏な
っております。��問題の�題を��し、採点基�と��基�を�
�にした上で��問��を⾏います。

夏に中�受�科の⽣徒たちは��で�中��を⾏います。�科の�
�はもちろん、�団活動や⾯�の��も⾏います。みんなで��し
ようという�識が�まるだけでなく、受�に向かっていく�中⼒が
つきます。

⾃�⾃�

�⽉の�⼒テスト

��中模擬テスト∕附属中模擬テスト

��中��問��

夏期��
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�����コース

個別��コース

 

⼩�⽣英��策

⼩�⽣コース
（⼩���科）

⼩�４年⽣までは�����コースで��指�をします。

�����は��への�味を��し、�々な�点から物事を思�できる�⼒を�うための「��理論」を活⽤した��プログラムです。
発���に�じて、右�と左�をバランスよくきたえることができます。

国�、算�、理科、��の４�科を中�に��指�します。個別��では算�と国�を重�します。国�は、論理国�・��・作�・こと
ばのワークを活⽤して���⼒と論理的思�をのばします。算�は、���算ワーク・体�算�・思�⼒算�の３�点で算�の⼒を�ばし
��につなげます。���算ワークは地�に�り�めば�算ミスがなくなります。体�算�で�科書の算�を�めつつ、思�⼒算�で�え
抜く⼒を�えることで算�の�しさを体�できます。

４�・３�の�得を⽬指す⼩�⽣��の英���を開�し
ています。４�ではアルファベットから丁寧に��するの
で、�めて英�に�れる場�にも⼤��。���を受�す
れば、ライティング・リーディング・スピーキング・リス
ニングの４技�を�て�得することができます�

⼩�５・６年⽣は個別��で中���のための��を⾏います。

��の�3ヶ⽉間のみ、「マインクラフト」の�界でゲーム�覚のミッ
ションに挑戦します�QUREOオリジナル�材では、⾃�の⼒で420種
�の��的なゲーム作りに挑戦します� ブロックを�み�わせて�ぶ
ので挑戦しやすいです。タイピングスキルも�につけられます。

⼯作的な作業はなく�中的に、��的なプログラミングの基�をロボットプログラミ
ングよりも�率的に再�期間で�得することができます。QUREOは体�的な��カ
リキュラムで�ぶため、�てのお��が⼀�の�⼒を�につけることができます。

どの�年・コースでもプログラミング��を受けることができます。

プログラミング��
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⾃⼰�酬���

２つを
�えるために

��のカギ�

�間�知�

⾃⼰�酬���は「⾃�への�酬＝ごほうび」に
より��します。ここでいう「ごほうび」とは
「⾃�でやろうと決めたことを成し�げること」
と捉えることができます。

授業は「個別��型」です。⽣徒たちは⾃�で�ぶ
順�を決めて、⾃�のペースで�得するまで�びま
す。「やらされる」��ではなく、主体的に�んで
いくので、知識や技�をどんどん��します。

右�と左�をバランスよく�える�材構成です。
�供たちが⾃ら必�性を��するのでやりがいを持
って�り�めます。
点描�・積み⽊の向き・�開�など�間�知�を�
えるためのワークが盛りだくさんです。

⾃ら�ぶ主体的な授業

�しく�べる���材

時間の�さを把�し、��りや��を立てる�⼒
に�わります。これが�えられていないと、�の
��を⼗�に発揮できません。
�間�知�は�の���体に�わります。



【⼆の���】
〒910-0015 �井�⼆の�4丁⽬6-10
TEL:0776-30-0490

【ワッセ�】
〒918-8047 �井�久喜津�55-15
TEL:0776-33-5767

【�員制⾃��マイデスク�井】
〒910-0016 �井�⼤�4-14-18 ストリート⼤�ビル2�
TEL:0776-97-9251


